
WEB解説9.1 撹乱項の系列相関
（DW統計量）
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以下の変数を使った回帰分析の
残差を表示する
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残差
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残差のグラフを作成

5

①「残差」という表示も含めて
選択する。

②図の順で選択する。
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残差の図
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残差

見やすく調整。
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ＤＷ統計量の分母を計算する
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①残差の２乗を計算する。

②数式をコピー。

③残差２乗の合計値を
sum関数で計算する。

④結果を確認。

山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©



DW 統計量の分子を計算する
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①「１期前との残差の差」の
  ２乗を計算する。

②数式を
コピー。 ③合計値をsum関数

 で計算する。

④結果を確認。
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DW 統計量を計算する
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①DW 統計量を計算する。

②結果を確認。

③標本数nと定数項
 以外の説明変数の
 数を入力。

④テキスト巻末の付表表５から
 dL (d_L) とdu (d_U)の値を
調べる。
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